
　３学期始業式の校長の話では、年度末に向けての取組と新年度への準備の話をしました。一部抜粋してご

紹介します。

　３学期は一番短い学期で、１年生から５年生が学校に登校するのは、今日を入れて５０日、卒業する６年

生は４７日です。短い３学期ですが、実はとても大切な時期でもあります。

　その理由の一つ目は、「一年の計は元旦にあり」という言葉があるように、物事は最初が肝心であり、新し

い年を迎え気持ちを新たにいろいろなことに取り組み始める１月、１２の月のうちでただ一つ２８日迄と短

く、学校では１年間のめあての達成に向けて最終調整をする２月、そして、去年の４月に立てた目標、「なり

たい自分」の姿のゴールが３月と、１月も２月も３月もそれぞれに大きな意味があるからです。今現在、自

分の目標やなりたい自分の姿と比べて足りないところがあれば、この３学期の間に、目標達成を目指して頑

張ってください。そして、学習面や生活面でも１年間の総まとめをしましょう。

　３学期がとても大切という理由の二つ目は、３学期は「０学期」だからです。皆さんは、４月になったら

進級・進学します。そして新しい１学期が始まります。４月にスムーズにスタートを切るために、３学期は

新しい１学期に向けての準備の学期でもあるのです。だから「０学期」と言われることがあるのです。６年

生は、３学期の間に中学生になるために物や心の準備をしておきましょう。５年生は、４月から６年生で

す。女の都小学校の最高学年になる準備をしておきましょう。４年生はいよいよ高学年の仲間入りをしま

す。３年生は、クラブ活動が始まり、２年生は、新しい教科の学習も始まります。そして１年生は、４月に

なったら２年生になり、新しい１年生のお兄さん、お姉さんになります。４月になっていきなり全てのこと

がうまくいくとは限りません。この３学期のうちにしっかり準備を進めていきましょう。
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　新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。

　令和７年がスタートしました。今年１年が明るく穏やかな年になってほしい

と思います。

　本日、女の都小学校では３学期がスタートしました。転入生２名を加えて全

校児童１２６名です。２週間の冬休みを終え、子供たちの笑顔と元気な声が校

舎に戻ってきました。短い３学期ではありますが、卒業式、そして修了式とい

うゴールに向かって、私たち女の都小学校職員は、一人一人の子供たちの更な

る成長を願って、保護者の皆様、地域の皆様とともに頑張っていきます。

子育て講演会
　１月１５日（水）午後３時１５分より午後４時１５分までの１時間、本校図書室にお

いて子育て講演会を実施します。「ことばをはぐくむ　～子どもの発達から考える～」と

題して、伊良林小学校の指導教諭　江原由美先生にご講演いただきます。２学期に参加

申し込みを提出された方だけでなく、急きょご都合がつかれたなど当日参加も可能で

す。多くの保護者の皆様に聞いていただき、今後の子育ての参考にしていただけたらと

思います。よろしくお願いします。　


